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研究成果の概要（和文）：急速に近代化が進む過程において、伝統的な村共同体の制度や慣行はどのように変化
するのか、そしてその変化が村人に負の影響をもたらす場合には、どのような政策介入や開発戦略が有効かとい
う研究課題を、スリランカの地表灌漑管理、フィリピンの稲作慣行、インドのため池灌漑管理、ネパールの震災
対応をケースとして実証分析を行った。共同体メカニズムによる協調行動の促進は、必要に応じて効果的に発揮
されるものの、村落構造が複雑化するに従い、政府の補助、公的なルール（建築基準など）の明確化と徹底化、
市場機能による機械化の促進、さらには共同体の代替組織としてのNPOの役割が重要になってくることが明らか
になった。

研究成果の概要（英文）：This project investigated how traditional village communities are affected 
and transformed in the process of rapid modernization, and what policy interventions are effective 
when such transformation has negative impacts on villagers, using the cases of surface irrigation 
management in Sri Lanka, rice cultivation practices in the Philippines, reservoir irrigation 
management in India, and the reactions to earthquake shocks in Nepal. While the promotion of 
collective actions through community mechanisms can be effective when necessary, the analysis 
suggests that as village structures become more complex due to modernization, a support by the 
government, clarification and enforcement of official rules (such as building codes), promotion of 
mechanization through market mechanisms, and the role of non-profit organizations (NPOs) as 
substitutes for community become more important.

研究分野： 開発経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年では、地域資源管理や相互扶助などの役割を担う組織として共同体に大きな期待が寄せられているが、本研
究において過剰な期待は禁物であることを指摘した。特に近代化が進む過程においては、共同体は変容を余儀な
くされ、期待される機能が発揮できなくなる点を明らかにした。またその対応として、政府の補助や市場の価格
シグナル、そして新たな共同体としての市民組織の重要性を指摘した。これは学術的に新たな視点を提供する議
論であり、また、社会的には共同体で生活を営む人たちにとって将来の生計に直結する重要な指摘である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
制度が経済発展を規定する重要な要因であると認識されてすでに久しく、制度分析は経済学

の重要な一分野を形成している。経済発展にとって望ましい制度の特徴が見え始めてはいるが、
しかし、なぜ多くの国でその最適制度が選ばれないのかという制度変化に関する問いは依然残
されたままである。これは、速水＝ルタンの誘発的制度革新が機能するのか否かという農業経済
学の重要課題でもある。制度変化（もしくは停滞）のミクロレベルでの詳細なメカニズムの理解
が、マクロ研究を補完するものとして重要であり、また、農業経済学の未解決の課題として重要
であるという状況が本研究開始当初の学術的背景である。 
 
２．研究の目的 
ミクロレベルの制度分析の対象として、本研究は、急速な近代化と経済環境の変化の下で変容

を余儀なくされている村落共同体の制度を扱う。本研究の問いは、①村落共同体では、どのよう
な条件の時に柔軟な制度変化が起こっているのか（もしくは起こらないのか）、②その変化や結
果を背後で規定している社会選好はどのように変化し制度に影響しているのか、そして③その
変化のもたらす結果は村の住人にどのような影響を与えており、負の影響がある場合どのよう
な対応が有効なのかである。本研究は、様々な事例のミクロパネルデータの分析を行い、これら
の問いに答えることが目的である。 
 
３．研究の方法 
比較分析が可能となるように、対象とする事象や資源、変化、そして、それらと関連した課題

が異なるケースを研究対象とした。具体的には以下の 4か国 5つのケースが対象である。それぞ
れの国で家計と共同体の調査を行い、可能であればパネルデータを構築することで、変化に対す
る対応を分析した。またゲーム実験を行い、社会選好を計測し、上記②の問いに答えられるよう
にした。収集したデータの種類は右端の列に記載した。 
国・地域 対象 変化・ショック 課題 データ* 

(1) スリランカ 灌漑管理 近代灌漑導入 社会選好・協調行動の変化 HP, CP, GE 

(2) フィリピン・ラグナ州 人口 農村の都市化 人口の流動性と村落構造の
変化 

HP, CP, 

(3) フィリピン・中部ルソ
ン 雇用慣行 農村人口減少 雇用慣行の変化 HP 

(4) インド・タミルナード
ゥ州 灌漑管理 地下水井戸普

及 ため池の共同管理の変化 HC 

(5) ネパール 家屋 震災 災害への脆弱性 HC 

*HP: ハウスホールドパネル、CP：共同体パネル、GE：ゲーム実験、HC：ハウスホールドクロスセクショ
ン 
 
４．研究成果 
(1) スリランカ 

灌漑稲作は灌漑の維持管理のみならず営農においても共同作業の需要を増加させるため、公
共的な価値観が育成されるという主張、いわゆる Rice Hypothesis というものがある(Talhelm 
et al. 2014）。本研究で対象としたスリランカの調査地では、日本の援助により大規模灌漑施設
が建設され、共同作業の需要が増加した。ユニークなのは、稲作用の水路と非稲作用の水路が混
在しており、入植した農家がどちらの水路に面した土地を入手できるのかは「くじ」によりラン
ダムに決められたという点であ
る。公共財ゲーム実験を行い、公
共性規範のレベルを計測し、前者
の水路をあてがわれた農家のグ
ループと後者のグループを比較
したところ、前者の方が平均的に
高い貢献額を提示し、しかも実験
のグループメンバーを匿名から
開示に変更した 2 ラウンド目に
は、稲作グループにおいてより高
い貢献額の上昇が観察された
(Aida et al., 2023)。右のグラ
フで青色の棒グラフ（稲作グルー
プ）が茶色の非稲作グループより
も高く、２ラウンド目でより高く
なっていることこれに対応して



いる。これは、灌漑稲作導入により協調行動の必要性（よってフリーライダー的行動回避の必要
性）が高まり、公共的価値観が高まったとみなすことができる。農業が中心の社会では、共同体
の制度や規範は必要に応じて変化しうることを示唆する結果と解釈できる。 
 
(2) フィリピン・ラグナ州 

本研究の対象村は、1960 年代より悉皆調査の行われているある一つの村である。マニラから
高速道路で約 2 時間の場所に位置し、通勤も可能なことから、都市化が進んでいる。2018 年に
行った悉皆調査の結果をもとに、人口ピラミッドをこの村に住み始めた時期が分かるように作
図したところ、近年に移住して
きた家計が若年層の増加に貢献
し、ピラミッドが依然として末
広がりの形状を保っていること
が分かった（右図, Kajisa et 
al., 2021）。一方、図中で native
と区分されている昔から村に住
む家計（ピラミッドの一番中寄
りの横棒）は徐々に少子化が進
み若年層においてはほぼ垂直の
人口構成になっていることが分
かる。このように、都市近郊農村
で、人口構成が複雑化してくる
過程において、それまでの相互
扶助や雇用慣行などが大きく影
響されているであろうことが想
像される。家計データを使い、そ
のような側面の分析を継続して
いる。 
 
(3) フィリピン・中部ルソン 
本ケースは、中部ルソン地域で実施した稲作農家調査の 2012-2016 のデータを使い、農村人口

が急速に減少する過程において、労働雇用がどのような影響を受け、農家はどのように対応して
いるのか分析した。下の表から分かるように、田植えの雇用において、かつては同じ村から顔見
知りが参加していた田植えの作業（表中の Regular グループ）が、そのような人たちを集めるの
が難しくなり、近隣の村の新参の労働者（Occasional や New）に置き換わっていることが分かる
(Kajisa et al., 2023)。また、計量分析の結果、そのような新参者の割合が多いほど収量に負
の影響が現れているこ
とも分かった（加治佐, 
2020）。このような人手
不足を反映し、当該地
域では農業労働賃金率
も上昇してきている。
稲作の持続的発展のた
めには、賃金率の高騰
してきた農村労働を機
械化によって代替する
ことが肝要である。こ
れは、市場メカニズム
が機能することが大切
であることを意味して
いる。 
 
(4) インド・タミルナドゥ州 
同州では、伝統的にため池による稲作が行われ、そのため池は稲作農家により共同で維持管理

が行われてきた。しかし、1980 年代以降の農村電力無料政策の後押しもあり、電動ポンプによ
る地下水灌漑が進み、ため池の維持管理は大きく衰退した。一方で、地下水は、電力無料の下で
過剰揚水による枯渇を免れ得ず、同地域の稲作全体が停滞した。ため池灌漑復活のために政府や
援助機関が主導し、施設のリハビリが行われたが、概して 1回限りのリハビリに終わり、一度崩
壊した維持管理が復活することはなかった。そのような状況の中、NGO が村と共同で維持管理を
行うという試みが広がりつつある。本研究では、そのような試みを既存の政府中心のプロジェク
トと比較した結果、NGO の方が維持管理の復活と維持に成功しているケースが多い傾向が観察さ
れた(Jegadeesan et al., 2023)。これは、村共同体が衰退する中で、NGO が補完し、必要な活
動を継続するという方途が検討に値するであろうことを示唆する結果と解釈できる。 
 



(5) ネパール 
ネパールは 2015 年に大震災に見舞われた。その際、多くの家屋が倒壊したが、その影響が一

様ではないことに注目し、その決定要因として海外出稼ぎ、近代建築、倒壊被害の関連について
分析した。結果、海外出稼ぎを出している家計（よって送金で豊かになっている）ほど近代建築
（コンクリなどによる家屋）が多かった。近代建築の方が倒壊被害は少ないが、出稼ぎ家計が建
てた近代建築の方が倒壊確率が高いという結果を得た(Tachibana et al., 2023)。これは、出稼
ぎで戸主が留守にしている場合、情報の非対称性の下で基準を守らない違法建築が行われてい
た可能性を示唆している。伝統的な家屋が村の大工によって建築される場合と異なり、近代建築
は施工者が村とは無縁の場合も多く、共同体メカニズムも機能しなかったと思われる。このよう
なケースは、政府がルールをきちんと定めその遵守も徹底させる制度が必要であろうことが示
唆された。 
 
(6) まとめ 
スリランカのケースにおいて、灌漑の導入が公共性規範を高めることにつながった分析結果

は、速水＝ルタンの誘発的制度革新を支持する結果と解釈できる。しかし、近代化がさらに進む
につれ、村共同体が複雑化し（ラグナ州における移住、タミルナドゥ州における灌漑水源の多様
化、ネパールにおける近代建築業者の参入）、誘発的革新が自動的に発動されることは難しくな
っているようである。本研究プロジェクトからは、市場機能の発揮により新しい技術へ移りやす
くする（中部ルソンの機械化）、NGO など共同体に近い組織が補完的役割を担う（タミルナドゥ
州のケース）、政府が建築基準やその遵守の制度を確立し、市場を機能させる（ネパールのケー
ス）など補完的政策を機動的に発動することが重要であるという含意が得られた。 
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